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N研 究 のまとめ と今後の課題

一 く概 要 〉 一

24

本研究 は,子 供た ち一人一人の個性 を認 め合 い,豊 かな心をは ぐくむ造形活動 の

工夫を研究主題 に据 え,「 自分 の思 いを表 そ う」 においては,様 々な試みので きる

授業,知 識 ・体 験を活 かせ る授業,様 々な感覚を働かせ る授業の視点 か ら研究 を進

めた。

また,「 造形表現 か ら広 げよ う」にお いて は,気 付 く⇒ 自然 ・文化 ・芸術や友達

の作品か ら造形表現の広が りに気付 く,対 話す る⇒造形表現を通 して 自分 自身を見

っめ コ ミュニ ケー シヨンを深 める,心 を寄せ る⇒作品で遊 び,友 達 とのかかわ りを

発展 させ,作 品 の価値を認 め合 い深 く味わ う,と い う視点か ら研究を進 あた。
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1研 究 主 題

一 人一 人の個性 を認 め合 い,豊 か な心をは ぐくむ造形活動の工夫

1研 究主題設定の理 由

今 日の教育を取 り巻 く状況は,様 々な価値観が混在,交 錯 した混乱の 中にあ り,学 ぶための

手段や段階が 目的化 して しまい,人 々の学ぶ 目的観が希薄にな り,自 分の行為を規 定 し方 向付

ける もの を見失わせて しまったよ うな不安定 な もの にな りっっある。

この よ うななか,大 きな課題 とな っているい じめ問題は,自 分の学ぶ意欲や関心や 目的な ど

に,主 体 的関係を見付 けることがで きない子供 たちの悩みによ って起 こる現象の一っではない

だろ うか。

他者 との関係性 を大切 に しなが ら,自 ら課題 を見付 け,自 ら学 び,考 え,主 体的 に判断 し行

動す る資質や能力 を獲得 して い く 「自分 さが しの旅 」が必要であ る。

さて,「 自分 さが しの旅 」を思い描 くとき,そ の旅 は一っの支流 か ら出発す る川下 りの旅 に

似てい る。 自分 自身 とい う舟 を,自 分の力で操作 しなが ら,時 には,他 の舟 と艦綱を結び転覆

の危険を回避 しなが ら,や がて,人 間性 とい う大河 に進みゆ く旅ではないだ ろ うか。

日々の図画工作 の授業 において,こ のよ うに考 えた とき,「 自分 さが しの旅 」の第1番 目に

は,一 人一人の子供が 感 じている多様 な思いを引 き出す たあの授業 の工夫が必要であ ることが

考え られ る。具体 的には子供が発想や考えを広 げた りまとめ たりす るときに,造 形活動の途中

で も,活 動の展 開が変更 可能 な題材 ・素材を設定する ことや,自 ら考え る上で体験や知識が生

かせ た り,多 くの感 覚を通 して得 た思 いを表現 に結 び付 け られ るよ うな ことが必要で あると考

え,① 様 々な試みので きる授業 ②知識 ・体験 を生 かせ る授業 ③様 々な感覚 を働かせ る授業

の3本 の柱を立てて授 業を作 ることに した。(A分 科会)

2番 目には,一 人一 人の子供が感 じて いる多 様な思 い と言え ども,他 者 との関係性を大切 に

した上で成 り立たせ ることが大切で ある。子供 自身が環境や教師や友人等 との間で,か かわ り

合 い認めあ うことで 「自分さが しの旅 」は深ま りを増す。具体的 には様 々な造形表現 とのかか

わ りを広げ ることを意 図 し,① 気付 く一自然 ・文化 ・芸術や友達や 自分 の作品か ら造形表現の

広が りに気付 く。 ②対話す る一造形表現 を通 して 自分 自身を見っめ、互 いの コ ミュニケーシ

ョンを深 め る。 ③心 を寄せ る一作品で遊び,友 達 とのかかわ りを発展 させ,作 品の価値を認

め合 い深 く味わ う。 の三 っの視点か ら授業の工夫 を考えた。(B分 科会)

1番 目と2番 目の視点 はそれぞれ,A,Bの 分科会研究主題の構想 にっなが って いるが,こ

れ らは,別 々の学 習す る時 もあれば,同 時 に行 われて いる時 もあ る。研究主題 「一人一人の個

性 を認め合 い」の中には この二っの視点が内包 されていると考え る。

3番 目に は表現 した り認 め合 うことによっては ぐくむ内容 にっいての視点で ある。研究主題

「豊かな心をは ぐ くむ」の内容を,私 たちは 自然 や文化の美 しさか ら受 ける感動や,自 らの資

質を伸ばそ うとする自立心 や,他 者 との共生 や調和 を結ぼ うとす る心 である と考え た。要約す

れば,次 代 にも持 ち続 けて ほ しい ヒューマニテ ィー(人 間性)を 育む ことで あると考え た。
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研 究 構 造 図 ・

個性 を認 め合 い豊 か な心 をっ ぐる

気 付 く。対 話 す る・心 を 寄 せ る

作 品 造形 物
気 付 く・対 話 す る・心 を 寄 せ る

自然 人間 構想 力 造形 表現

豊 か な発 想

想像 力

友達

気 付 く・対 話 す る・心 を寄 せ る
文化

自分 の思 いを表 わす

(多欄 いを引き糠 識

様 々な試み が

で きる授業

教 師 芸 術

気 付 く・対 話 す る・心 を寄 せ る

知 識、体 験 を

生 かせ る授 業

様 々な感覚 を

働 か せる授業

会科分B

会科分A

◎
企

題 材 や指 導者に よ って構造 図は 自在に変形 す る
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A分 科 会 報 告

サ ブテーマ 自分の思 いを表 そう

A分 科会の概要

造形活動を してい く際,子 供 たちのそのパ ワーの源 となる ものは,自 らの表 したい思 いで

あ る。思 いが生 き生 きと表現で きた時,子 供 は創 りだす ことに喜 びを感 じ,自 信を もつ こと

がで きる。図画工作科の学習で は,こ うした活動を積み重ねる中で,子 供の個性 を磨 き,美

しい ものや 自然 に感動す る心,創 造性 など,生 きるたあの資質 をは ぐくんでい くもの と考え

る。

そ こで,子 供た ちが本来 もっている"思 い"を 率直に表現で きるよ うにす るためには何が

必要 なのか とい う原点 に立 ち返 り,「 多様な思いを引 き出す ための授業の工夫 」をす ること

によ り主題 に迫 ることに した。

〈多様な思いを引き出す ための授業の工夫 〉

① 様 々な こころみので きる授業

② 知識 ・体験 を生 かせ る授業

③ 様 々な感覚 を働かせ る授業

上記の3点 を具体 的な視点 と して取 り上 げ授業を作 ることに した。

①の視 点について

o

子供 たちが 自分の見方,考 え方,感 じ方 などの よさを生 かす ことので きる授 業であ り,創

造 的に展 開され る授業でな くてはな らない。 「こうや ってみ たい!」 薪あん な こともで きる

かな?」 など発想や考えを,広 げた り,ま とめた りで き,子 供の造形活動が途 中で も変更可

能で あ った り,行 きつ,も ど りっで きるよ うな題材 ・素材を設定 してい く。

子供の 自由な活動が十分 に保障 され る授業であ り,自 由な申で も,自 分 な りの発想 ・技能

が生かせ る内容に してい く。

②の視点 について

子供た ちの造形活動 は,一 人一人の過去 の体験 に基づいて外か らの知識 ・感覚 ・技能 など

を獲得 しなが ら,自 分 らしい表現へ と結 び付 いてい る。子供の生活か らかけ離れた体験が生

か されない題材で は,一 人一人の思 いは引き出せない。子供 たちが題材を 自分の もの として

受 け止 め られ るよ うに,子 供たちの立場 に添 った題 材を提案 して い く。また素材に関 して も,

子 供たちの発想や構想が生 か しきれ るような身近 で興 味が もて る素材を,選 択 の手掛か りに

してい く。

③ の視点 につ いて

子供 たちは日常的に,形 や色,文 字な どの記号,音,手 さわ り,身 振 り,表 情 などいろ い

ろな表現を使い,学 習 や遊 びを してい る。

図画工作の授業 で も,詩,音 楽,こ とばなどを子供た ちの感覚 に訴え ることは,新 たな イ

メージを刺激 し,表 現活動 を助け る手立て にな りうると考える。 た とえば,子 供た ちが材料

や道 具などを選択す る場合は,言 葉で説明す るだけでな く,子 供 たちが実際に材料 などc"

自分 の手で触 って確かめ られ るよ うにす るな ど工 夫を して い く。
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2.実 践 事 例

2年 「こん なの で き ち ゃ った 」

① 発 砲 ス チ ロール の 切 れ 端 を 各 グル ー プ に多 あ に渡 す 。 この 過 程 で,子 供 た ち は 「さ わ る」

「ふ ん わ り飛 ば して み る」 な どの 素材 感 を楽 しん だ 。

② 発 砲 ス チ ロ ール にア ル ミ線 と竹 ひ ごを使 い,自 由 に

立 体 構 成 を して い く。 ア ル ミ線 は,あ らか じあ適 当

な 長 さ に切 った 物 を 用 意 して お い た。 ア ル ミ線 は く

ね くね と良 く曲 が り,子 供 た ち に も形 付 けや す いの

で きれ い な 曲 線 を 作 り楽 しむ子 供 が 多 か った 。

③ 発砲 スチ ロー ル に ア ル ミ線,竹 ひ ごで 立 体 構 成 した

作 品 に 粘 着 ガ ム テ ー プ,毛 糸,ボ タ ン,マ ジ ック等

で 色 付 け し,ア クセ ン トにす る。 発 砲 ス チ ロ ール を

貼 った り,っ な げ た りす る作 業 の 中で 子 供 た ちは試 行 錯 誤 を繰 り返 し,自 分 な りの イ メー

ジを つ かん で い った。 発 砲 ス チ ロ ール の 白に 粘着 ガ ム テ ー プ を は る。 マ ジ ックで 着 色 す る

な どの ア クセ ン ト付 け は,各 自が 思 いを こめ,楽 しく作 業 で き た。 発 砲 スチ ロー ル の 白 が

多 い シ ンプ ル な作 品 や,色 を た くさん 使 った カ ラフ ル な作 品 な ど,そ の 子 ら しい オ ブ ジ ェ

に仕 上 が った。

5年 「空 にむか って」

①空の広 さや高 さを体験 して ほ しい,友 達 と競 い合

うことで共感関係 を もち,作 ることの楽 しさを知 耀 訴

って ほ しい,と い う こ とで,ブ ー メ ラ ン作 りに取

り組 ん だ 。

② 材 料 は厚 紙(板 目紙)と 色 の つ い た5mm厚 の 発 砲

スチ ロ ール板 を 使 用 した 。 ま ず 一枚 で 飛 ぶ 形 を 探 鞠鞭

して み る。子 供 は手 軽 なL字 型 の物 を選 ぶ,し か

し,ペ ラペ ラ して飛 ば な い。 次 に正 三 角 形 の もの

を 教 え て み る。 一 応飛 ぶ が重 さが足 りな い。 そ こ

で 何 枚 も重 た り,形 の工 夫 が生 まれ て き たO

③ 子 供 た ち が 考 え た形 は,ド ー ナ ツ型,

∴ 。ぐ〆 　撫 軸

撫
糖 唖

い
≠

身

、 鰹 嚇 臨 溺噸,蜘.

_;麟 轟 繋騰

Y字 型,十 字型,十 字架型,合 体型(三 角形+十 字

や三角形+円)な ど,実 にいろいろな型の物を考え出 した。教師の提示 は正三角形だけで

あ る。 次に発砲 スチ ロールで飛 ば してみ ると,ド ーナツ型 の2枚 重ねの物が よ く飛ぶ とい

うことを発見 した。 よ く飛んだ ら,デ ザイ ンを工夫 した。仕上が った ら,友 達 と競 い合 っ

た り,良 く飛ぶ とば し方を いろいろ と工 夫 して楽 しく活動で きた。

④ このよ うに,友 達 と,遊 べ る物を作 ることで,作 ることの楽 しさが倍加 されて,よ り意欲

や関心が高 まり,そ れが次の製作へのステ ップ となって い く。使用す る素材 も厚紙 や発砲

スチロール板 と,接 合部分 の金具(割 りピンや,鳩 目)や 接着剤であ る。 このよ うに身近

な素材で,子 供た ちの満足 感が十分 に得 られ る題材で あった。
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3.研 究授業(A分 科会)

(1)題 材名 「森のお くりもの」(蔓 と枝 を組んで:巣 作 り)高 学年(第5学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

日頃か ら見慣れてい る学校 の回 りにある自然 一公園や森や雑木林 と直接 かかわ りを も

ち,触 れた り感 じた りす る体験を通 じて造形活動 へ と広 げてみ た。授業 は,森 や緑 に恵

まれている環境 を生か して,素 材をそ こへ行 って集 めて くることか ら始 ま った。図工室

か ら外へ 出る事で,心 が開放 され,森 に入 る ことで,人 間本来 もっ野性本能が 目覚 めて

くる。鳥や虫 と出会 いなが ら枝や蔓 を集 めて いると,何 を作ろ うか と自分 の思 いがふ く

らんで くる。 ここで は,枝 や蔓を組 み合 わせて,編 んだ り,絡 ませ た り,巻 いた り,折

り込んだ り して,自 分た ちが虫や動物 にな って住んでみた くな るよ うな巣を作 ることに

した。

2.学 習 の 流 れ(8時 間) 聴様 々な試みの可能性

r様 々な感覚 を働 かせ る

○知識 ・体験 を生 かす

第 一 次(1時 間)第 二 次(1時 間)

教 ・い ろ い ろな 木 や植 物 に つ いて ・材 料 を集 め る
。

師 名前や生 え方 を説 明す る。

の ・何が 出来 るかを想像 しなが ら

働 ・虫や鳥等 に も気付 くよ う助言 いろいろな種類 を集 め るよ う

き す る。 にす る。

か

け

いろいろな材料を集め よう

提 森 を知 り,森 を感 じた ら?

案 ・枯 れ 枝 ,藤 蔓,あ け び 蔓,葛

・学校の近 くの雑木林を歩 き
,等 を集あ る。 晦Or

子 いろいろな木や草が生 えてい る

供 様 子 を観 察 す る。r・ い ろん な 蔓 が巻 きっ いて い る。

の ・外 に 出 る と気持 ちが い い
。rみ ん な で 引 っ張 らな い と取 れ な い 。Or

活 ・木 や草 の 匂 いが す る
。

動 ・いろいろな虫や鳥等を発見す る
。 ○
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3.評 価

・森 に親 しみ ,森 の こ こち よ さを 感 じる こ とがで き たか 。

・蔓 や枝 の特 性 を生 か して ,自 分 の 作 ろ う とす る形 に表 現 で きた か 。

・グ ル ー プで 作 り上 げ る ことで ,友 達 の表 現 の良 さや,面 白 さを感 じ取 る こ とが で きた

か 。

4.教 材 ・用 具

〈教 師 〉 植 物 の 蔓,枝,葉,実 等 の 自然 素材,の こぎ り,ペ ンチ,細 い ワイ ヤ ー

〈子 供 〉 は さみ(手 芸 用 の針 金)

5.考 察

この 題 材 は,素 材 で あ る 自然 とか か わ りを もっ ことが 重 要 で あ る。 その た め に身 近 か

に あ る森 や緑 の 中 に入 り,触 れ た り,感 じた り しなが ら素 材 集 め を した。 その 結 果,外

に 出 る こ とに よ って,子 供 た ち は生 き生 き と活 動 し,教 室 で は見 る こ とので き な い様 子

を 見 る こ とが で き た。 又,子 供 た ちの 開放 され た心 は,次 々に造 形 意 欲 をふ く らませ て,

それ が,造 形 活 動 へ とっ な が るの だ った。

今 回 の授 業 で は,自 然 素 材 に 限 って使 ったが,布 や 紙 と組 み合 わ せ て も楽 し'L,造 形 活

動 に な るだ ろ う。 又,造 形 活 動 そ の もの を野 外 で 行 った り,出 来 た作 品 を野 外 に置 い た

り,飾 って み る と,一 層 楽 しい 鑑 賞 の場 とな るだ ろ う。

第三次(2時 間) 第四次(3時 間) 第五 次(1時 間)

・枝 と蔓 を組 み 合 わ せ る。

・し っか り組 み 合 わ せ る。

・組 み 合 わ せ 方 ,結 び 方,

用 具 を 説 明 す る。

組 ん だ り,編 ん だ り,

何 が で き るだ ろ う

・個人の作 った枝 を生か して

グループにな って協力 して

作 るよ うに支援す る。

友達の もの と組み合わせて

大 きい巣を作 ろ う

・虫や植物 の巣 を作 ろ う。 晦○

・巣 に タ イ トル をっ け る。

・他 の グ ル ー プの 巣 を 鑑 賞

し,感 想 を書 か せ る。

みんなで巣 を楽 しもう

・枝 と枝を組み合わせ ると

お もしろい形 にな るね。 馬Or

;呼 慕

友達 の巣 のよさや工夫

した ところを発見す る。r

鑑賞 した感想を書 く。○サ

7



(2)題 材 名rMOZARTを 聴いた球根 は … 」 中学年(第4学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

本題材 は,未 知の球根にモー ツァル トの音楽を聴 かせて,そ こか らお こる不思議な成

長やすて きな出来事を絵 で表 す とい うものであ る。

音楽を聴 くとい う感覚を働 かせて,そ れぞれに感受 した ものを きっかけに し,自 分 の

思 いと して色や形 に表現 して い く。提案 は球根 とモーツ ァル トの音楽であ るが,素 材 や

表現の方法 は子供たちが 自分 の思 いに応 じて選択 し,試 みを しなが ら表現 して い くこと

で,多 様な思いが引 き出され る ことをね らい と して設定 した。

モ ーツ ァル トの音楽は,和 音 やメロデ ィー,モ チーフなどが人に心地 よ く響 く音楽で

あ る。未知の色や形がた くさんつまった球根か ら,モ ーツ ァル トの音楽 と子供 たちの感

性が響 き合 うよ うな表現 の生 まれ ることを期待 した。

2.学 習の流れ(6時 間)聴 様 々な試み の可能性 ○知識 ・体験 を生かす

9様 々な感覚 を働かせ る

・題材名 と活動の流 れを提案

・音楽を聴 いた ときの気持 ちは?

・活動の流れを知 る○

・球根 に音楽を聴かせ るとどん な

ことがお こるか想像 す るOr

・素材 の提案

紙粘土,紙,子 供が集めた身辺 材料な ど,

素材 を選択 しなが ら音楽を聴 かせたい 自分

だけの球根づ くり

・素材を選ぶ晦○

・色や形,方 法 を試 しなが ら考えてっ くる腕

rO
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3.評 価

・音 楽 を 聴 い て 感 受 した こ とを も とに ,想 像 力 を 働 か せ て積 極 的 に色 や形 に表 して い く。

・素 材 や 表 現 の 方 法 を選 択 し,様 々 な試 み を しな が ら 自分 の思 い を表 して い く。

4.材 料 ・用 具

〈教 師 〉 色 画用 紙,軽 量 紙 粘 土,パ ステ ル,樹 脂 系絵 の具,モ ー ツ ァル トの 音 楽

〈子 供 〉 水 彩 絵 の具,は さみ,ボ ン ド

5.考 察

子供 た ち に 「音 楽 を聴 か せ る球 根 を っ くろ う。 」 とい う提 案 を した時,や や と ま ど っ

た よ うで あ った。 実 際 の 球 根 は外 見 は似 て い るが,じ っ は一 個 一 個 ま った く違 う。 音 楽

を聴 く前 に,球 根 に子 供 た ちの 夢 を こめ て 欲 しか った。 っ く りだ して み る と,野 球 少年,

翼 を広 げ た鳥 の よ うな もの,早 く も芽 を 出 しか けて い る もの が あ った 。 モ ー ツ ァル トを

聴 きなが ら心 地 よ い雰 囲 気 の 中で 子 供 た ち な りの感 覚 を働 か せ,勢 い の あ る線,に じみ

や ぼか しな ど様 々 な試 み が 見 られ た 。子 供 の思 い を さ らに深 く掘 り下 げ るた め に は,即

興 的 な表 し方 以 外 の 手 立 て も考 え る必 要 が あ る と思 わ れ る。

・・ゆった りと した気持 ちで音楽に耳 を傾 ける
。

・不思議 な成長,す て きな出来事を絵 の具 な

どで様 々な試 みを しなが ら思 い切 って表現

してい くよ う支援す る。

・自分や友達 の表現 の違 いや よさを認

め合え る雰 囲気づ くり

さあ モ ー ツ ァル トを聴 かせ よ う

どん な こ とが お こる か な

・色や大 きさを選 んだ色画用紙(厚 口)に 球

根 を貼 り,感 じたままに色や形 に表す 晦,○

・題 名や表 したか ったことな どを書 き

とめ表現 を温 める賜,○

・違 いやよさを感 じるrO

助佐
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(3)題 材 名 「ここだよ,み んな1」 中学年(第3学 年)

1.題 材設定 とね らいにつ いて

価値観の多様化を容認す ることは重要 な要件で ある。 しか し 「自分 は自分,他 人 は他人」

と考え るだ けで は,い じめな どに代表 され る子供 たちの心の問題 を解決で きるだ ろうか。

一人一人の違 いがあ って も,人 と人 との心を結びっけ る教育 こそ,今 一番求め られて い

るので はな いだろ うか。研究主題 「豊かな心 をは ぐくむ」は,一 人一人違 う子供た ちの思

いを 自分な りに表 現 しなが らも,他 者 との共生や調和 を結 ぼ うとす る心を育て ることだ と

考えた。

本題材 は,迷 路 のよ うな洞窟の 中に迷い込んで しま った自分 と,助 けに来 て くれ る友達

を絵 で表 そ うとい うもので あ。

様 々な試み を行 い感覚を働かせ る点か ら,洞 窟作 りに布 ・木片 ・砂 ・絵具 と液体粘土 を

用 いて ゴツ ゴツ した感触を表現 に結び付 けた。知識や体験か ら思いを広 げ られ るよ うにす

るため,日 常の友達関係か ら引 き出せ るよ うに,友 達の指の型押 しを人物表現 に結 び付 け

ることに した。

洞窟作 りや友達の指の型押 しで作 る人物 などは大変楽 しい活動が期待で きる。 また,指

の型押 しを した友達同士 は,「 自分 をどの よ うに表現 して くれるだろ うか」 と,お 互 いの

表現 に注 目す ることが予想 され る。絵画を通 したコ ミュニケー ションが生 まれ ることを期

待 した。

2.学 習の流れ(6時 間)晦 様 々な試みの可能性 ○知識 ・体験を生かす

r様 々な感覚を働かせ る

教

師

の

働

き

か

け

提

案

子

供

の

活

動

第 一 次(o.5時 間) 第 二 次(1。5時 間)

・題材名 と活動の流れを提案

・様 々な素材 と液体粘土を紹介

迷路の よ うな洞窟の作 り方の

ヒン トを例示す る。

・表現 の広が りの可 能性 を児童 に

考 えさせ る。

何が うま ってい るのかな

・大 きな迷路を描かせ る
。

・様 々な素材 と液 体粘土 を児童 に与 える
。

・素材 と液体粘土 がな じむよ うに児童の

活動を支援 す る。

・ユニー クな表現 を他の児童 に紹介す る
。

・活 動 の 流 れ を知 る。

・作 って み た い洞 窟 作 りに

生 か せ る素材 を 考 え る。 ○

・表 現 の 多様 性 を知 る。

洞窟を作 ろ う

・迷路 を考えて描 く。

・素材 と液体粘土で洞窟作 りをす る
。 晦9
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3.評 価

・多 くの友達 とかかわ りなが ら自分の作品作 りを楽 しむ
。

・洞窟の 中の様子を想像 して表現す る
。

・様 々な素材を用 いて表現の可能性 を広 げる
。

4.材 料 ・用具

く教 師 〉 黄 ボール紙,液 体粘土,粉 末絵の具,木 片や砂や布等の補助材料

く子 供 〉 木片 ・布 ・小石 ・砂 ・土 ・紐等様 々な身辺 素材の中か ら,液 体粘土 と混ぜて

みたい素材を用意す る。 ただ し生 き ものは除外す ること。

5.考 察

子供 たちは第二次 の中で行 った液体粘土 と素材を混ぜ る活動 を大変楽 しんだ。特 に粉絵

の具 を混 ぜ ることに大変 な興味 を示 した。第三次の指 で型押 しす る活動 は,指 導者が期待

したよ うな絵画 を通 した コ ミュニ ケー ションが行われ た。 また,そ れが発展 して第四次で

で きた絵 を見て楽 しむ活動 に も積極的 な鑑賞活動が展 開され た。

液体粘土 の素材 としての可能性を考え る機 会 とな った。

・迷 った 自分 と,助 け に来て くれ る友達

の顔 を指で型押 しす る事を告 げ る。

・洞窟の中で どんな工夫をすれば
,無 事

に助 けて も らえ るか工夫を考 えさせ る。

・鑑 賞 会 を 行 う指 示 を す る。

・小 さな シー ル を配 る
。

友達 に助けて もらお う

・友達 み指の型押 しを して もらう。 馬9

・人 物 の様 子 を 想 像 して 描 く。

・洞 窟 の 中を 想 像 して 描 い た り,

作 っ た りす る。 ○

厨 ド
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4.主 題 に迫 るための視点一覧表

題材の

視点

多様 な思 いを

題材名 主な素材 様 々な試みの可能性 知識 ・体験の生か し方

こん なの 発 砲 ス チ ロ ー ・発砲 ス チ ロ ール を アル ミ ・1年 の 時 ボ タ ン,毛 糸 を

で きち ゃ っ た ル,ア ル ミ線 線 や竹 ひ ごでつ な ぐことは 使 い平面構成を した。2年

竹 ひ ご,粘 着 創作過程で何回 も試行錯誤 で はアル ミ線を加え立体的

(2年) カ ラ ー テ ープ で き発想の転換 もしやすい な構成を新鮮な思いで取 り

ボ タ ン 組む

こ こだ よ 黄 ボ ール紙, ・身辺素材 と液体紙粘土 を ・クラスの友人関係 か ら想

みん な! 液体紙粘土, 混 ぜる行為 と混合物作 り 像を広げ られ る

身辺材料 ・迷路の洞窟の空間作成 ・1学 期 に指の型押 しを経

(3年) 絵の具 験 してい る

MOZARTを 軽い紙粘土 ・思 いに応 じて用紙や表現 ・今までに体験 して きた描

聴いた球根 絵 の具 の方法を選 ぶ 画方法 を思 いに応 じて取 り

身辺材料 ・自分で集あて きた身辺材 入れ る

(4年) 料の中か ら選 んで使 う

空 にむか って 厚 紙,発 砲 ス ・ブー メ ラ ン作 りで いろ い ・紙 ひ こ うきづ くり ,凧 あ

チ ロ ー ル 板, うな飛ぶ ための工夫をす る げの体験か ら,風 向 き(風

接 着 剤,カ ッ た あ,大 き さ,厚 さ,素 材 の流れ),浮 力や重力のバ

(5年) タ ー,絵 の 具 選 びを自分で選択 ラ ンスな どの問題 を解決 し

て よ く飛ぶ ことを発見す る

森のお くりもの 植物の枝,蔓 ・枝 と枝を組 み合わせて形 ・形 を変化 させ る時に目的

葉,実 の変化を楽 しむ にあ った用具 を使 う

ペ ンチ ・蔓 は曲げた り巻 き付 ける ・しっか り組 み 立 て る ため

(6年) の こ ぎ り こ とが で き る にど う巻 き付 けるのか,結

ワ イ ヤ ー ・平面 に も立体 に も形が変 ぶの か等を考え る

i
化で きる
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引 き出すための授業 の工 夫

1
生 か さ れ る感 覚 教 師 の 思 い 活動で得 られた こと

・発 砲 ス チ ロ ー ルが もっ 素 ・様 々な 素 材 に触 れ ,造 形 活 ・子 供 た ちに と って扱 い や す

材,感 触 動 を 行 な う過 程 で,一 人 一 人 い素 材 な の で,自 分 の イ メ ー

・くね くね と 自 由 に曲 が る の イ メー ジを広 げて い って ほ ジを伸び伸び と表現で き,多

アル ミ線 は子供た ちの造形 しい 様な作 品がで きた

感覚を刺激する

・汚水作 りの ような混 合す ・洞窟作 りや指の型押 しは楽 ・液体粘土 と素材を混ぜ る活

ることで変化す るものを楽 しい活動が期待で きる 動 は子供の興味,関 心を刺激

しむ感覚 ・指の型押 しを した友達 同士 ・液体粘土の素材 と しての可

・乾燥 した液体紙粘土 の ゴ はお互 いの表現に注 目 しコ ミ 能性を考え る機会 とな った

ツ ゴ ツ ユニ ケ ー シ ョ ンが期 待 で きる ・鑑賞活動 も積極的に発 展 し

た

・音楽 を聴 いて感受 した も ・未知の色や形が た くさんつ ・球根 への思 い入れが強 くな

のを色や形で表す ま った球 根 か ら,モ ー ツ ァル ったせ いか,音 楽を聴 いた時

・色 彩 感 覚 トの音楽 と子供た ちの感性 が 球根 を とりま く空間や 出来事

・造 形 感 覚 響 き合 う表現が生 まれれば と を思 い思 いの方法で表 して い

思 う た

・空 の 高 さ ,広 さ,風 の流 ・遊 び を通 じて 作 る こ との お ・空 とい う自然 の 体 感 ,空 間

れな どを全身で感 じなが ら も しろ さを 知 って ほ しい を味わ うこと

空間の認識,自 然 との一体 ・空 の広 が りを 感 じて ほ しい ・よ く飛んだ時の快感 と作 る

感 ・作 って 友達 と遊 ぶ こ と ・飛 ば しっ こす る こ とで 友達 喜び

により共感する との共感関係を作 ってほ しい ・飛ぶための工夫 と経 験

・友 達 と共 感 す る こ と

・森 には色 々な植物があ る ・自然 を理 解 し,造 形 活 動 を ・子 供 に と って 活 動 しやす い

ことを認識 しなが ら森の住 通 じてよ り親 しみを感 じて ほ 内容 であ った

人 になった気分を味わ う しい ・本来子供の もって いる感性

・自分の空間を作 ろ うとす ・身近 にある素材を使 って様 や造形意欲を呼び覚ます活動

る欲求が造形意欲に結び付 々 な活 動 が で き る こ とを知 っ で あ った

く て ほ しい
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皿 B分 科 会 報 告

サ ブテーマ

造形表現か ら広げよ う

・気付 く

・対話す る

・心を寄せ る

1.B分 科会の概要

子供 たちは,様 々なかかわ りの中で,自 分の思 いを表 し,他 を認 あ,互 いに成長 してい く。

一人一人の多様 な思 いは,友 達や教師 とのかかわ りの中で,互 いに認あ合 い,自 分 自身 に自

信 を もち,深 め られ る。 また,人 とのかかわ りだ けでな く,環 境 とのかかわ り も含めて,子

供たちの造形表現が広が る授業研 究を 目指 した。

単 に,目 新 しい素材 の提示や作品完成 だけの授業でな く,一 人一人の よさを認め合え る場

を多様に設定 し,造 形活動か ら豊か に広 が る授業 を工夫す ることで主題 に迫 ることに した。

<気 付 〈〉

・自然 ,文 化,芸 術 や友達の作品や 自分 の作品か ら造形表現 の広が りに気付 く。

身近 かな毛糸 の柔 らかな感触や,地 域 産業 の革 という手 応えのある素材,あ るいは木や竹

な どの様 々な素材の性質や魅力 に気付 き,自 然の美 しさや,文 化,芸 術 に触れ,造 形表現

のよ さや美 しさに気付 いた り,友 達の作品や 自分の作品によ り深 くかかわ ることによって

造形表現 の可能性や広が りに気付 く。

〈対 話 す る 〉

・造 形 表 現 を 通 して 自分 自身 を 見 っ あ ,互 いの コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 深 め る。

自己を 見 っ め,一 人 一 人 の個 性,互 いの よ さを 認 め合 うに は,よ り良 い コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンが 不 可 欠 で あ る。 造 形表 現 を通 して,自 分 自身 と,友 達 同士 と,あ るい は教 師 と様 々な

場 や 形 態 で コ ミュニ ケー シ ョンを と り,よ り深 く自他 とかか わ れ る機 会 を 多様 に 設 定 した

授 業 を 試 み た 。

〈心を寄せる 〉

・作品で遊 び,語 り合 うなどのかかわ りを発展 させ,作 品の価値を認め合 い深 く味わ う。

作品を描 いた り作 るだけで表現を終わ らせず,作 品で遊んだ り,語 り合 った り,自 由な発

想や新たな発見が生 まれ た り,さ らに造形表現 を豊か に広げ る場 の設定 や発展的 な展開の

授業 の工夫 を試み た。

以上 の3っ の視点がかかわ り合 うことで,造 形表現が広が ることを目指 し,各 授業の実践

を重ね,研 究を進め た。
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2.実 践事 例

3年M78星 雲の生 き物 たち

①遠 い遠 い宇宙 の果て に住む,ま だだれ も見た ことのない生物を想像 しよ うとい う投 げか

けで授業 を始 めた。黄 ボール紙を水で濡 らす ことによ り,自 由に形作れ るよ うに し,乾

燥 して形が固定す るまで輪 ゴムや ク リップで とめてお いた。思 いに近 付け るよ う彩 色を

した り他 の材料 と組み合わせた。

② は じめて の技法 に刺激を受 け,比 較的容易 な

加工で思 いの形が作れ ることもあ り,一 人一

人が個性的 な形を見付 けることがで きた。

③作品完成後 「生物の性格や特徴 を発表 しよ う

という投げか けや,生 物 のすみかをグループ

で作 り,rM78星 雲の世界 をみん なで再現

してみ よう」 とい う提案 を した。(写 真)

④ それぞれの子供 たちが作 った作品 を媒体 と し

て児童相互 の コ ミュニケー ションを図 ること

がで きた。

4年OOに 熱中!

①何かに熱 中 してい る子供 の瞳は輝 き,心 は動 いてい る。 一人一人が違 う,そ の熱中 して

い るものを,子 供 の中か ら引 き出 し表現 させたい と考 え,「 みん なが,熱 中 してい る時

は,ス テキだね!先 生 に熱 中 して いること教えてよ!」 と投 げか けた。

② 柔 らかいアル ミ線 の芯材 と粘土で 自分を作 り,

木 っ端 や紙,布 などでその場面 に必要 な小道

具 を作 る事 に した。一人で も,友 達 とで も作

って良 い ことに した。

③子供 たちは,ア ル ミ線で人型を作 り新聞を巻

くと 「ミイラ人間 」 と言 って遊 び,更 に,粘

土 を付 け て基本 的 な粘 土 の扱 い方 を学 び,

小道具 を工夫 した り協力 して作 ってい った。

(写 真)一

④作品完成後 合 評会で互 いの作 品を見合 った

り,紹 介す ることで,互 いの表現の工夫や よ

さに感心 していた。
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3.研 究授業(B分 科会)

(1)題 材名 「変 わ って,か わ って?!」 高学年(第5学 年)

1.題 材 設定 とね らいについて

3年 時の社会科 では皮革工場を見学 し,実 際に皮 なめ しを体験す る。 それを図工で取 り扱

い,環 境 とのかかわ りを重視 し,造 形表現 の広が りへ と発展 させた。

導入時に皮製品にはどのよ うな ものがあ るかを知 り,皮 の感触を楽 しんだ うえで皮を平面

に構成する ことで意外 な美 しさを発見す ることが で きる。平面上の構成で はあ るが,他 の素

材 にはない皮の特性 を充分 に生か して,半 立体 に表現で きることで創 作の可能性が拡が る。

皮を扱 う工夫 を しなが らアイデアを生か して 自由に創作 を楽 しむのではないか。 また皮工作

の道具の使い方 にも慣 れ,皮 によ り親 しみを覚 え ることがで きると考えた。

2.評 価

・自分 らしい イメー ジがで きたか。

・発想をいか した構成 がで きたか。

・素材の性質を考え,用 具の使 い方を生かせたか。

3.学 習の流れ(6時 間)☆ 気付 く ◎対話 する △心を寄せ る

教

師

の

働

き

か

け

第 一 次(1時 間)

・皮製品 に興味が もて るよ うに,実 際 に

提示す る。

・皮 の 特 性 を理 解 で き るよ うにす る。

提 皮でっ く られた ものは どんな物が

案 あるかな?

子

供

の

活

動

・知 って い る限 り,皮 で 作 られ た 物

を あ げ て み る。

・牛 皮 ,豚 皮 の違 い,手 に触 れ た感

触 な どを 確 か め 合 う。

・皮 はぬ ら した り,乾 か した りす る

と,ど の様 に変 化 す るか を知 る。 ☆

・皮 の 製 作 技 法 に つ い て説 明 す る。

穴 を開 け る,丸 め る,折 る,

水 で 濡 ら して 乾 か す 。

型 押 しす る な ど

3枚 の皮を いろいろな形 に構成 しょう

・皮 の 性 質 を 生 か す た め に ,ハ サ ミで 切

った り,水 で ぬ ら して丸 めて 乾 か す 作

業 を行 う。

◎☆

・は とあ抜 き

で穴を開け

た り刻印で

型押 しをす

る。
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4.材 料 ・用 具 ヤ

〈教 師 〉 黄 ボ ー ル,皮 い ろ い ろ,は とめ 抜 き,木 づ ち,刻 印,ゴ ム版,修 正 液,ボ ン ド,

ドラ イ ヤ ー

〈子 供 〉 ハ サ ミ,接 着 剤

5.考 察

地 域 の 特 性 に よ り,革(皮)は 率 直 に取 り入 れ易 い材 料 で あ る。 さ らに皮 を扱 う道 具 に と

て も興 味 を示 し,材 料 ・道 具 を 提 示 す るだ け で意 欲 が わ き,早 く作 業 に と りか か りた くて せ

か す ほ どで あ った。

皮 は丈 夫 で 固 く手 応 え の あ る材 料 な の で,多 少 の 失 敗 は方 法 を 変 え る こ とで や り直 しが き

き,個 々の 思 いを 伝 え られ た よ うで あ った。

ただ 作 業 の 流 れ と して,皮 を も っ と切 って 楽 しん で か ら構 成 して もよ か ったの で は な いか

とい うこ と と,黄 ボ ール も漏 ら して て は ど うだ ったか とい う意見 が で た。 いず れ に して も,

授 業 の なか で 自分 で 発 見 す る こ と,新 しい感 動 が わ きあ が る こ と,こ れ らを大 事 に して い き

た い。

第三次(3時 間)

・皮の思 いが けない効果を発見 させ,工 夫

の発展へ と促す。

材料の工夫ですて きになるよ。

・個 々の 工 夫 を 黄 ボ ー ル に な らべて は る。

(い ろ いろ な皮 を 選 ぶ。)

・修 正 液 の 白を 効 果 的 に 使 って ,自 由 に

描 く。 ◎ △

篤

第 四 次(1時 間)

・出 来上 が ったお 互 いの 表 現 の よ さ ,

しろ さを認 め合 え る場 を っ くる。

皮 は どの よ う に変 身 した か な 。

・始 め に 見 た皮 が か な り変 化 して い る こ と

に 気付 き,自 分 と友 達 の 表 現 の 違 いや,

よ さを 感 じ る。 ◎ △
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(2)題 材名 「ぼ くの教室 に住んでい るケムケム」 低学年(第2学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

導入 として毛糸 による素材体験を考えた。低学年 にとって,暖 かみの ある色合 いと,柔 ら

かな感触 を もっ毛糸 は,と て も魅力あ る素材で ある。 ボ ン ドの接着力 よ って毛糸を平面 と し

て扱 い,楽 しみ なが ら色の重ね合 う美 しさを体験す ることがで きる。

次にその素材体験か ら,よ り子供の思 いを表せ る表現活動(こ こで は,生 き物を作 る)を

通 して,子 供一人一人の豊か な発想や表現 を引 き出す ことがで きるので はないか と考えた。

さらに個人 の作 品の完成が この題材の終わ りで はな く,作 品を生活 の場で ある教室のあ ち

こちに飾 ることで,図 工 という表現活動をよ り身近か に感 じ,友 達 の作品 とも触れ合 うこと

で次の造形活動 への意欲や個性 を認め合 う環境がで きる と考えた。

2.評 価

・毛糸の感触 を味わいなが ら,思 いの ままに作 って遊ぶ活動を楽 しむ。

・毛糸の もつ弾力性 や色合 いか ら自分の イメー ジを膨 らませ,思 いを広 げて作 る。

・作品 に住む場所を与え ることによ って,更 に空 想を広 げることがで きる。 又,友 達 と作

品 を鑑賞 し合 い,造 形に対 す る関心 を高 める。

3.学 習 の流 れ(4時 間) ☆気付 く ◎対話する △心 を寄せ る

教

師

の

働

き

か

け

提

案

子

供

の

活

動

第 一次(2時 間) 第二次(1時 間)

・実際に作 ってみて,子 供 に意欲を

もたせ る。

・食べ物 な ど具体 的な物 にこだわ ら

ず彩 りを楽 しむ ことを提案。

毛糸のお好み焼 きを作 ろ う!

・見本 に作 ったケムケムを教室 に隠 して

置 き,子 供 に見せ る。

・ホチキスや 目玉 の付 け方 など指示す る

・色 と りど りの毛 糸 の 柔 らか な手 触 り

を楽 しむ 。 ☆

・OHPシ ー トに ボ ン ドを の せ ,わ り

ば しで 広 げ る。

毛糸の ケムケムを作 ろ う。

・OHPシ ー トか ら毛 糸 を はが し,想 像

力 を 働 か せ な が ら,手 足 や 目 をつ けて

ゆ く。

・作 った生 き物 で 友達 同士 遊 び合 う。 ◎
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4.材 料 ・用 具 ・場 の設 定

く教 師>OHPシ ー ト,木 工 ボ ン ド,毛 糸,目 玉 に な る物,モ ール,ホ チ キ ス の芯 ,

セ ロフ ァ ンテ ー プ,ト イ レ ッ トペ ー パ ー の芯

〈子 供 〉 毛 糸,は さ み,ホ チ キ ス,筆 記 用具,わ りば し

場 の設 定 図工 室(第 一 次)子 供 の 教 室(第 二 次～ 第 四 次)

5.考 察

第 一 次 で は,毛 糸 の 感 触 や 色 合 いの 美 しさを,楽 しん で 活 動 す る こ とが で きた。

第 二 次 の,生 き物 に見 立 て 作 り出す と ころ で は,OHPシ ー トか らボ ン ドを剥 が し,毛 糸 の

か た ま りが 平 面 に な った り立 体 に な った りす る こ とに興 味 を 示 した 。 友達 同士,作 品 を ひ も

で っ る して 揺 ら しなが ら見 せ 合 い,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 出来 た よ うだ った。 た だ,ホ チ キ

ス の扱 い に っ いて は,力 が 不 足 して い るた め十 分 に使 え ず 苦 労 して い た の で,用 具 につ いて

は よ く検 討 して使 うよ うに した い。

第 四次 の 発 表 は,慣 れ て い な いせ い か恥 ず か しそ うに発 表 す る子 もい た が,楽 しい雰 囲気

で で きた。 こ の よ うな発 表 を 各 学 年 一 回 は経 験 させ て い きた い 。

第三次(15分) 第四次(30分)

・作 り終 わ っ た ら,好 きな 名 前 を付 け て

み よ う。

・自分 の ケ ム ケ ムが ,住 ん で み た い場 所

に,ケ ム ケ ムを 付 け て み よ う。

ぼ くの教室 にすんで いるケムケ ム

・お 互 い の 表現 の よ さを 見 っ け合 い
,認

め 合 え る,温 か い雰 囲 気 を つ くる。

ケムケムの好 きな物 と

ケムケムの名前を発表 しよう。

*私 は ね,○ ○ に しよ う。

・作 った ケ ム ケ ム を教 室 内の 窓 ,教 卓,

い ろ い ろ な場 所 に付 け,教 室 中を ケ ム

ケ ムの す み か に見 立 て る。 △ ◎

獄 数 、5

昏

ヅ駄㌧∴

・ケムケムに自分の好 きな名前を付け,

作 品の前で名前 と好物を発表す る。△

撫 踏曳1で
黎蕃 難
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(3)題 材名 「竹,木,和 紙 で何作 る?」 高学年(第5学 年)

1.題 材設定 とね らいについて

複数の素材を道 具で加工 し,そ れ らの特性を手で感 じ取 りなが ら,自 分の好 きな ものを作

ってい く題材 であ る。今 回扱 う素材が 日本で伝統 的に利用 されて きた ことや,自 然の 素材の

よさにっいて,い くつかの工芸品を見なが ら説 明をす る。活動の主 な内容 は,竹 と木 と和紙

によ る造形 表現 であるが,作 品の完成をあざす 一方通行の活動 に終 わ らないよ う,竹 割 りや

紙 漉 き体験 か ら感 じた り,気 付 いた り した ことも評価で きるよ うな題材 としたい。

このよ うな題材で 「～ を作ろ う」 とい うよ うな目標を決め ると,起 用 さや 出来映えで比較

される ことが多 いが,本 題材では完成 よ りも作 って いる過 程での試行錯誤を大切 に したい。

友達 と助 け合 った り,作 りなが ら計画を変え た りして,自 分にで きる ことが広が る喜 びを感

じてほ しい と思 う。

2.評 価

・素材 の特性 を体感 しなが ら作 りたい ものを作 る
。

・加工 に適 した道具の安全な,基 本 的扱 い方 を知 る。

・自然 素材 やその加工品の よさ,美 しさを味わ う。

3.学 習 の流 れ(8時 間) ☆気付 く ◎対話する △心を寄せ る

第 一 次(o.5時 間)

教 ・鑑賞教材,材 料の提示

師 ・自然素材 のよ さについて考え させ る

の

働

き

か

け

子

供

の

活

動

第 二 次(3.5時 間)

・道 具 の 扱 い方 に つ い て指 示

・素 材 別 に グル ー プ分 け

どん な ものが作れそ うかな

・工 芸 作 品 を 見 た り,手 に と って み る◎

・工 夫 して い る と ころ に 目を 向 け る ☆

材料を作ろう」『

・ナ タで 竹 や 木 を 割 る☆

・和 紙 を漉 く☆

・小 刀 で 削 る☆
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4.材 料 ・用具

〈教 師 〉 竹,針 葉樹材,和 紙す きの材料 と用 具,ナ タ,鋸,キ リ,紙 やす り,小 刀,

木工用 ボ ン ド

〈子供 〉 は さみ,の り,筆 記用具

5.考 察

目標 とす る完成作品が な くて も,子 供たちはお互 いに影響 し合 い,ま た様 々な ことか ら自

分 の活動 にめあて を もち,次 はこう したい とい う意欲 を もっ ことがで きる。そのために教 師

は子供 に何 を指導 し,何 を子供の 自由 に しなけれ ばな らないかを,特 に考 え させ られ た。 そ

の子の 中で本 当に完成度の高 い作品 は,自 分の意欲が継続す る時 に しか生 まれて こない と考

え る。製作 の中で素早 く完成を 目指す子 もあれ ば,延 々と材料づ くりに取 り組 む子 もあるが,

そ うした自分 の思 いや,ペ ースを認あた上 での指導が今後の課題であ る。 また この一題材 だ

けで はな く,6年 間の指導計画のなかでの位置付 け も明確 に してい きたい。

第三次(4時 間) 第四次(1時 間)

・素 材別 の グル ー プ で協 力 させ る

・材 料 の組 合 わ せ で どん な ものが で き るか

考 え させ る

・友達 の ア イ デ ア に も目 を 向 け させ る

・ 「材 料 作 りは何 度 で もや って い い よ」

・ 「こん な もの もで きるん だ ね 」

・友達 の工夫 を紹介 して も らう

樋轟

鞍鱒1趨
材料を組み合わせて何作ろう どん な もので きたかな

・材料作 りを続 ける☆◎

・材料の組み合わせで何を作 るか考える△

・友達 と協力す る◎

・作 りたい ものを作 る

・制作 メモに感 じた ことなどを記録す る

・友達 の よ い と ころ に気 付 く☆

・感 想 を 制作 メモ に書 く
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4主 題 に迫 るための視点一覧表

造 形 表

題材 の視点,題 材名 気付 く ・対 話 す る ・心 を寄 せ る

素 材 導 入 の 工 夫

毛糸の もつ暖か い色合い柔 ら 各過程 ごとに題材 名を変 えて,

ぼ くの教室 に住んで かな感触 に気付 く。 その時間 に行 うことをは っきり
●

い る ケ ム ケ ム 副教材 に毛糸 と同 じ感触のあ 示す。第二次では,生 き物 を教

(2年) るモ ー ル を選 ん だ 。 室 に隠 してか ら取 り出 して見せ

る 。

紙 を水 に濡 らして形を作 ると 宇宙飛行士 にな るとい う想定

M78星 雲 の い う意外性 か らの刺激 と使 いた で星雲の写真を見 せ,誰 も見 た

生 き物た ち い材料 を 自由に選択 させ ること こ との な い 生 物 を想 像 した。 一一

(3年) で 自分 ら しい表現がで きる。 人一人の発想が個性 と して生か

せ た 。

やわ らかいアル ミ線 と新聞紙 熱中 して いる時のみんな はス

○○に熱 中!! を芯材 に,粘 土 を付 け 「自分を テキだね。 どんな事 に熱中 して

っ くる」 。 熱 中 して い る場 面 に い るのか教えてね と投げかけ,

(4年) 合わせて身辺材料(木 片,紙, それぞれの思 いを引 き出す。そ

布等)で 小道具 を作 る。 の一瞬を表す工夫を しよ うと提

案 す る。

革(皮)と い う手 ごたえのあ まず身近 にあ る革製 品をあげ

変わ って る素材 を使 い,感 触を楽 しみっ て みて,そ の 皮 は どの よ うに し

かわ って?! っ,い ろ い ろ な技 法 を 体 験 した。 て作 られ るかを知 る。革(皮)

(5年) 牛皮,豚 皮 の違 い も分か り,種 の特性 に興味を もち,何 種類 か

類に応 じた作 り方をす る。 の皮を手 に して感触 を味わ う。

竹 や木 を裂 く,紙 を漉 くな ど, 自然素材を生 か した工 芸品の

竹 ・木 ・和紙 で 素材 と手で対話す る。 工夫 した所 に気付 いた り心 を寄

何作 る? せ る 。

(5年)
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現 の 広 が り

教 師 の 思 い 支 援 評 価 ・ ま と め
展開(子 供の活動) 監

第一次で は毛糸の素材 そ 毛糸の もっ色彩,質 感 を十分 第二 次を教室 で行 うことで作

の もの と対話す る。第二次 味わわせたい。毛糸 のかたまり 品が 自分 の生活 の場(教 室)に

では作品を通 して友達同士 が 立 体 にな った り,生 き物 にな 提示 され,他 の作品 と一緒 に教

対話 しなが ら,空 想を広 げ って教室 に現れ る意外性 を,楽 室の雰囲気を作 り変 え,よ り広

る 。 しませ た い 。 が りの あ る授業 とな った。

黄ボール紙 を湿 らせて柔 好みの材料を使 うことで個性 多 目的室 の広 い空 間に生 き物

らか く し,思 いの 形 に し, に応 じた表現を楽 しませ たい。 た ちのひそむ世界 を作 り,そ の

形を保持 して乾かす。好み また,生 き物 たちが ひそむ世界 中の世界,自 分の作品,友 だ ち

の材料で構想 に迫 る。 グル を全員で作 り上 げる ことで,ど の作品の関係 を発表 させ る こと

一プで生物 のすみかを作 る。の個性 の存在 も認 あさせ たい。 で,作 品全体への感心が高 まっ

た 。
1

友達 とで も,自 分だけで それぞれが一番気持 ちが動い その子の熱 中 して いる ものや

も良 いが 「熱 中 して い る一 た一瞬を 自分 な りに表現 させた あ こがれ も含 めて表現 されて い

瞬」を試行錯誤 しなが ら, か った。共通 に粘土で 自分を作 て,児 童 理 解 が 深 ま った。 ま た

工夫 して作 る。互いを見合 ることによ り,人 体 に気付かせ 技術を交流 した り工夫 した り,

い,よ さ を見 っ け合 う。 た か った の と,共 同 の場 面 で も 小道具作 りを楽 しんで いた。友

対等に表現 しなが らかかわ らせ 達 の工夫 に も共感 した り感心 し

た い と思 った。 て い た。

皮の性質 を生かすため に 地域 に根 ざ した教材を使 うこ 枠 に とらわれない 自由な発想

いろいろな技法(穴 をあけ とによ り,地 域の産業 に興 味を がで きるようにな り,工 夫次第

る,丸 め る,水 で ぬ ら して もっ こ とをね らった 。 皮 を 思 い で表現が広が る。工芸用 に使い

かわかす等)が あ ることに っ き りよ く切 った りす るふ だん が ちな皮を絵 と して構 成 したの

気付 く。構成の しかたで表 ではで きないことを味わい,革 が,お も しろか った。 地域 の皮

現 に広が りを もたせ る。 の特性 の意外性を発見 し,製 作 革産業 に理解 と興味がわいた。

を楽 しむ。

素材 にあ った道具で材料 道具 の扱 い方を指導す る。 自然素材のよ さに気付 き,自

を加工 し,自 分の思 いを生 伝統 的な技法を紹介す る。 分 な りの工夫を作品に生 かす こ

か す。 とが で きた 。
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IV研 究 の ま とめ と今後 の課 題

1.研 究 のまとめ

研究主題 やA・B分 科会 テーマ に基づ いて考察 し,以 下の点が明 らか にな った。

・小さな思 い付 きも大切 に し,一 人一人 の子供が生 き生 きと楽 しく表現で きることを基盤に

し,そ れぞれ に違 う多様 な思 いを引 き出す授業の工夫をす ることで,自 分で材料を選んだ

り表現 方法 を思考 す る過程 に喜 びを感 じなが ら活動で きた。

・さらに一人一人 の表現 を他者や環境 との関連性 を大切 に し,よ り積極的 に して い く授業の

工夫を してい くことで,教 室や造形表現 の場 にさ らに楽 しい雰 囲気が生 まれ,様 々なかか

わ りのなかで互 いに学 び合 いなが ら,造 形表現への新 たな発見や関心が深 まった。

A分 科会 「自分の思いを表そ う」

・自由な発想や思いが生かせ,途 中での変更可能がで き,広 が りの もて る素材,題 材の設定

を試 みた。

・自らが学ぶ意欲や 目的を もって,他 の学習での知識や,生 活体験を生か して表現 ので きる

手立 てを考え た。

・一人 一人が感 じた様 々な感覚を大切 に し,豊 かな発想で表現す ることや,友 達 のよ さを感

じとることので きる造形活動の工夫を した。

B分 科会 「造形 表現 か ら広 げよ う」

・自然や文化,芸 術 のよさや美 しさにふれる ことにより,感 動のある豊か な造形活動を展 開

で きる授業を試 みた。

・教え合 い,学 び合 う友達 関係や,認 め励ます教師の支援,自 分や友達 のよさに気付 くカー

ドや発表な どの機 会の設定等 によ り,互 いの コ ミュニ ケーシ ョンを深 める手立てを もてた。

・造形表現を通 して互いを生 かす場 を作 り,遊 び,語 り合 い,楽 しみなが ら,互 いの個性を

認 め合 い,広 が りのあ る造形活動 に発展 した。

2.今 後の課題

「一人一人の個性を認め合 い,豊 か な心をは ぐ くむ造形活動の工夫 」を研究の主題 として,

A分 科会で は個の内面か ら,B分 科会で は個を取 り巻 く環境か ら研究 を進 め,子 供が 自分の

思いを表 し,様 々なかかわ りの中で互 いを認め合え る授業の工夫 に取 り組ん だ。教師が子供

の思いや願 いを受 け止め,学 び合 いかかわ りなが ら行 う造形表現の広 が る場 や機会 の設定 は,

今後 もさ らに研究を深 めてい くことが大切であ る。子供の発達段階 に応 じた題材 や授業 の工

夫,小 学校6年 間の見通 しを もった指導計画の 中での位置付 けや,支 援,評 価 の在 り方 など

の観点か らもさ らに検討 し,研 究を深 めて い くことが必要 である。
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